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岩手県の紹介

人 口：1,180,512人（全人口の0.9％）

面 積：15,275km2 （国土の４％）（全国２位）

人口密度：77.28km2/人（全国46位）～東京都の約80分の１～

企業数：約３万７千社（全企業数の約１％）

特 徴：豊かな自然と変化に富む気候。特徴ある文化、食や名所が多数存在。

石川啄木、宮沢賢治、原敬、新渡戸稲造を輩出。

盛岡市が

ニューヨーク・タイムズの

「2023年に行くべき

52カ所」に選出
東日本大震災津波からの復興に
全国の皆様から多大なご支援や

励ましをいただき、
ありがとうございます。
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開業率が低く、

廃業率が開業率を

上回っている。

岩手県における起業の状況、課題

✓ ポストコロナ時代の経済成長には、

その原動力となる経営者や個々人の挑戦心が不可欠

起業・スタートアップ支援の強化が必要

岩手県（開業率）
【実線】

岩手県（廃業率）
【破線】

全国平均（廃業率）
【破線】

全国平均（開業率）
【実線】

開業率と廃業率の推移
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「月例会」
毎月第四金曜日の起業家講演会

⚫民間企業、金融機関、教育機関、メディア、行政が連携（岩手県が事務局）
⚫10年で年商１億円の経営者100人輩出を目指す。

◆起業支援拠点「岩手イノベーションベース」（2020年９月開設）

「地方経済未来会議LEC岩手」
2022年11月4日（金）-5日（土）

上場経営者12名登壇

2日間で延べ388名の参加者

「フォーラム」
毎月４時間経営者同士で経験を共有

「いわてイノベーションスクール」
起業を目指す大学生、大学院生、高等専門学校生及び社会人に対し、
起業に必要な知識等を習得させる実務教育を実施

◆学生向け起業家教育プログラム

20回開催
延べ927名参加

これまでの起業支援の取組

成長を目指す起業家の育成、若者を中心とした起業家精神の学びに一定の成果
３



「いわてスタートアップ推進プラットフォーム」を設置

✓ 市町村や金融機関、産業支援機関、大学をはじめとした県内の支援機関との連携体制を構築

✓ ホームページで起業支援情報の集約、提供（新規予算）

アクセラレーションプログラムの実施（新規予算）

✓ 起業のステージやパターンに適したプログラムを伴走支援により提供

（資金調達・マッチング支援、企業経営に必要な知識の取得、組織体制強化等）

若者・女性創業支援資金（新規予算）

✓ 39歳以下の若者・女性に起業の開業資金を貸付け（３年間の利子補給・保証料補助）

起業支援金（拡充）

✓ 社会課題解決を目的とした起業に係る経費を補助（2023年度は採択件数を倍増）

起業支援体制を全県で構築

起業支援

令和５年度の取り組み

スタートアップの成長支援
寄付対象事業

起業・スタートアップ支援策をさらに強化し、地域経済の新たな担い手となる
起業家やその予備軍を継続的に生み出すエコシステム形成を目指します！ ４



地方を挑戦の場に変え、

「人」の力を最大限に引き出し、

次代の日本を創り出す。

実現したい社会
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寄付いただける企業様のメリット

・企業のPR、販路拡大

・企業連携による事業拡大、人材育成

・SDGs・地域課題解決（Society5.0・DX・GX）への
貢献による企業価値の向上

関連するSDGs分野

ご支援いただけたら

・岩手県のホームページで企業名・企業ホームページのご紹介

・支援プログラムのイベント（マッチングイベント）へご招待

など

６

メリット



お問い合わせ・連絡先

商工労働観光部経営支援課（鈴木、首藤）

電話：019-629-5543

E-mail：AE0002@pref.iwate.jp

７
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